
1 

 

 

平成 30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A 

＜地理歴史に関すること＞ 

 

【地理歴史科共通】 

問 1 地理歴史科の科目構成はどのように変わりましたか。 

（答）  

右下の図のように，新科目「地理総合」及び「歴史総合」をいずれも必履修科

目として設置するとともに，「地理総合」履修の後に選択履修することのできる

科目として新科目「地理探究」，「歴史総合」履修の後に選択履修することのでき

る科目として新科目「日本史探究」と

新科目「世界史探究」を設置しました。

このうちの「探究」の名を付した三つ

の科目は，必履修科目で学んだことを

生かしながら，さらに深い学習を行う

科目として位置付いています。 

 

問２ 地理歴史科の各科目のポイントは何ですか。 

（答）  

『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』において各科目

の改善・充実の要点は次のとおりまとめることができます。 

〔地理総合〕 

ア 「社会的事象の地理的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

ウ 地図や地理情報システムを活用して育む汎用的で実践的な地理的技能 

エ グローバルな視座から求められる自他の文化の尊重と国際協力 

オ 我が国をはじめとする世界や生徒の生活圏における自然災害と防災 

カ 持続可能な地域づくりのための地域調査と地域展望 

 〔地理探究〕 

  ア 「社会的事象の地理的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

  ウ 大項目Ｃの前提としての系統地理的考察と地誌的考察 

エ 「現代世界の系統地理的考察」における「交通・通信，観光」の項目化 

オ 「現代世界におけるこれからの日本の国土像」を問う探究項目の充実 

〔歴史総合〕 

ア 「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 
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イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

ウ 単元や内容のまとまりを重視した学習の展開 

エ 歴史の大きな変化に着目し，世界とその中の日本を広く相互的な視野 

から捉える内容 

オ 資料を活用し，歴史の学び方を習得する学習 

カ 現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察する学習 

〔日本史探究〕 

ア 「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

ウ 単元や内容のまとまりを重視した学習の展開 

エ 「歴史の解釈，説明，論述」を通じた知識，概念の深い理解と「思考 

力，判断力，表現力等」の育成の一層の重視 

オ 資料を活用し，歴史の学び方を習得する学習 

カ 歴史的経緯を踏まえた現代の日本の課題の探究 

〔世界史探究〕 

ア 「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実 

イ 「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開 

ウ 単元や内容のまとまりを重視した学習の展開 

エ 世界の歴史の大きな枠組みと展開を捉える内容の構成 

オ 資料を活用し，歴史の学び方を習得する学習 

カ 歴史的経緯を踏まえた地球世界の課題の探究 

 詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』

を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第１章第２節２(4) 

 

問３ 地理歴史科の指導計画作成にあたり，どのようなことに配慮すべきです

か。 

（答） 

 まず，単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の

育成に向けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすることが

大切です。その際，科目の特質に応じた見方・考え方を働かせ，社会的事象の意

味や意義などを考察し，概念などに関する知識を獲得したり，社会との関わりを

意識した課題を追究したり解決したりする活動の充実を図ることが必要です。 

 次に，地理歴史科の目標を達成するため，公民科などとの関連を図るとともに，

地理歴史科に属する科目相互の関連に留意しながら，全体としてのまとまりを
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工夫し，特定の事項だけに指導が偏らないようにすることが大切です。 

 またこの他にも，必履修科目と選択科目をもつ，この教科の基本的な構造に留

意し，各学校で創意工夫して適切な指導計画を作成することや，障害のある生徒

などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導

方法の工夫を計画的，組織的に行うことなども，指導計画の作成に当たっての配

慮事項として重要です。 

 これらのことは，『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』

において「指導計画作成上の配慮事項」（p.p.350～354）として示されています

ので，それに続く配慮事項を含めた「各科目にわたる指導計画の作成と内容の取

扱い」（p.p.350～361）をよく読んでおくことが必要です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第３章 

  

問４ 「見方・考え方」とはどのようなものですか。また，「『見方・考え方』を

働かせる」とはどのようなことですか。 

（答） 

 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習

指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成 28 年 12 月 22 日）

によれば，「「見方・考え方」には教科等ごとの特質があり，各教科等を学ぶ本質

的な意義の中核をなすものとして，教科等の教育と社会をつなぐものである」と

され，「子供たちが学習や人生において「見方・考え方」を自在に働かせられる

ようにすることにこそ，教員の専門性が発揮されることが求められる」とされて

います。今回の学習指導要領の改訂では，これまで必ずしも明確ではなかった各

教科等の「見方・考え方」が整理される中，地理歴史科においては「社会的事象

の地理的な見方・考え方」と「社会的事象の歴史的な見方・考え方」として整理

したところです。例えば，地理領域科目では「社会的事象の地理的な見方・考え

方」として，「社会的事象を，位置や空間的な広がりに着目して捉え，地域の環

境条件や地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中で，人間の営みと関連

付け」，歴史領域科目では「社会的事象の歴史的な見方・考え方」として，「社会

的事象を時期，推移などに着目して捉え，類似や差異などを明確にしたり事象同

士を因果関係などで関連付けたりし」て働かせるものとされています。 

また，「『見方・考え方』働かせる」とは，「見方・考え方」を働かせ課題を追

究したり解決したりする学び方を表すとともに，これを働かせることにより生

徒の「見方・考え方」が鍛えられていくことを併せて表現しています。例えば，

地理領域科目においては，事象の意味や意義，特色や相互の関連を考察したり，

地域に見られる課題を把握して，その解決に向けて構想したりするということ
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であり，また，それを用いることによって生徒が獲得する知識の概念化を促し，

理解を一層深めたり，課題を主体的に解決しようとする態度などにも作用した

りするということです。また，歴史領域科目においては，時期や推移などに着目

して因果関係などで関連付けて捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の

歴史について考察したり，歴史に見られる課題や現代的な諸課題について，複数

の立場や意見を踏まえて構想したりするということであり，また，それを用いる

ことによって生徒が獲得する知識の概念化を促し，理解を一層深めたり，課題を

主体的に解決しようとする態度などにも作用したりするということです。 

 

問５ 地理歴史科の学習において，基礎的・基本的な知識・技能をどのように捉

え，扱うべきなのでしょうか。 

（答） 

今回，資質・能力の育成に関わる議論が重ねられる中で，従前の学習指導要領

では，それぞれ教えるべき内容に関する記述を中心に，教科等の内容の枠組みご

とに身に付けることが目指される知識などが十分に整理されることなく示され

ているとの指摘がありました。このことは裏を返せば，今後の学習活動において

は「何を理解しているか・何ができるか」にとどまることなく，「理解している

こと・できることをどう使うか」を意識した指導が求められていることを意味し

ています。すなわち，基礎的・基本的な「知識及び技能」を，子供たちの未来に

おいて，生きて働くものとして確実な習得を図ることが必要です。 

すでに平成 20 年の中央教育審議会答申においては，基礎的・基本的な「知識

及び技能」に関しては，「系統性に留意しながら，主として，①社会の変化や科

学技術の進展等に伴い，社会的な自立等の観点から子どもたちに指導すること

が必要な知識・技能，②確実な習得を図る上で，学校や学年間等であえて反復（ス

パイラル）することが効果的な知識・技能，等に限って，内容事項として加える

ことが適当である旨の提言がなされている」と示されており，引き続きこのこと

に留意することが大切です。 

基礎的・基本的な「知識及び技能」については，単に理解しているか，できる

かだけでなく，それらを生きて働かせてどう使うか，どのように社会・世界と関

わり，よりよい人生を送るかといった，三つの柱で示された資質・能力の育成全

体を見通した上で，その確実な習得が求められることになります。 

 

問６ 選挙権年齢の引き下げなどを受けて一層の社会参画意識の涵養等が求め

られる中，地理歴史科としてどのような授業が大切になりますか。 

（答） 

教育基本法等に規定される「公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画
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し，その発展に寄与する態度を養うこと」は，地理歴史科学習の究極の目標であ

る，公民としての資質・能力の育成と密接に関わるものです。今回の中央教育審

議会答申において，主体的に社会に参画しようとする態度についての課題が指

摘される中，これからの社会を創り出していく子供たちが，社会や世界に向き合

い関わり合い，自らの人生を切り拓いていくことが強く求められています。 

地理歴史科においては，従前の学習指導要領から一貫して重視されてきた，課

題の発見，解決のための「思考力，判断力，表現力等」とも相まって，身近な地

域社会から地球規模に至るまでの課題の解決の手掛かりを得ることが期待され

ています。そのような理念に立つ持続可能な開発のための教育（ESD）や主権者

教育などは，引き続き地理歴史科の学習において重要な位置を占めており，現実

の社会的事象を扱うことのできる地理歴史科ならではの「主権者として，持続可

能な社会づくりに向かう社会参画意識の涵養やよりよい社会の実現を視野に課

題を主体的に解決しようとする態度の育成」が必要であり，子供たちに平和で民

主的な国家及び社会の形成者としての自覚を涵養することが求められています。 

 

【地理総合】 

問７ 「地理総合」は，どのような順序で学習するか，決められていますか。 

 （答） 

 「地理総合」の大項目「Ｂ 国際理解と国際協力」は，大項目「Ａ 地図や地

理情報システムで捉える現代世界」の学習成果を踏まえて，さらに大項目「Ｃ 

持続可能な地域づくりと私たち」は，大項目Ａ，Ｂの学習成果を踏まえて学習で

きるよう配慮しており，全体として「地理総合」の設置の趣旨や学習のまとまり

及び科目の目標の達成を目指した学習の流れを考慮していることに留意する必

要があります。また，各大項目を構成する中項目の配列についても，それぞれの

中項目のねらいや内容，学習の流れを考慮して位置付けを工夫しているので，支

障のない限りこの順序に基づいて指導計画を作成する必要があります。 

なお，各大項目のねらいは，それを構成する中項目を学習することによって達

成できることから，各大項目を構成する中項目を他の大項目に移して指導する

ことも避ける必要があります。 

これらのことは，学習指導要領解説において「指導計画の作成と指導上の配慮

事項」の(1)として示されていることであり，「配慮事項」ではありますが，特段

「支障のない限り」このような全体の学習の流れに留意した指導計画を立てる

ことが大切です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第１節３(1) 
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問８ 「地理総合」の冒頭に示されたＡ(1)「地理や地理情報システムと現代世

界」の学習において，「地理情報システム」に関わる地理的技能としては，

どの程度のことを身に付ける必要があるのでしょうか。 

（答） 

この中項目における「技能」の目標として，「現代世界の様々な地理情報につ

いて，地図や地理情報システムなどを用いて，その情報を収集し，読み取り，ま

とめる基礎的・基本的な技能を身に付けること」と，「基礎的・基本的な技能」

としている点に留意が必要です。また，それとともに身に付けるべき「知識」の

目標においても，「現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図などを基に，

…」，あるいは「日常生活の中で見られる様々な地図の読図などを基に，…」な

どと，「読図」を例示していることに注目する必要があります。 

さらに「内容の取扱い」においては，「今後の学習全体を通じて地理的技能を

活用する端緒となるよう」にとも示されており，この後の学習において徐々に地

理的技能としての習熟を高めていくことが期待されています。そのため，ここで

の学習がこの科目の学習の導入に位置付けられていることを踏まえ，あくまで

「基礎的・基本的な技能を身に付けること」への留意が必要です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第１節２Ａ(1) 

 

問９ 大項目Ｂ(1)「生活文化の多様性と国際理解」の学習は，「地理探究」のＢ

(2)「現代世界の諸地域」の学習と，どのような点で異なるのでしょうか。 

（答） 

まずもって，ここでの学習が「地理探究」のＢ(2)「現代世界の諸地域」のよ

うな地誌学習をイメージしたものではないことに留意が必要です。そのような

誤った解釈に陥らぬよう，ここでの学習目標は国際理解にあることを項目名等

に示しています。 

そこでここでの学習では，「特色ある生活文化」が「地理的環境から影響を受

けたり，影響を与えたりして多様性をもつこと」や，「地理的環境の変化によっ

て変容すること」を理解対象とすることを明記しています。これに関しては，そ

の「内容の取扱い」においても「ふさわしい特色ある事例を選んで設定すること」

とし，重ねてここでの学習の趣旨の徹底が図られるよう示しています。 

解説上では，「ここでの学習は国際理解を主なねらいとしており，学習対象は

あくまで『世界の人々の特色ある生活文化』であって，すでに中学校社会科地理

的分野において州ごとに『世界の諸地域』を学習していることを踏まえれば，こ

こでの学習がその繰り返しとならないよう，また，『地理探究』における『現代
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世界の諸地域』の学習とも重複することのないよう，厳に留意する必要がある」

としており，地理探究はもとより，中学校地理的分野における学習とも異なる点

に，文字どおり「厳に」留意することが必要です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第１節２Ｂ(1),第２節２Ｂ(2) 

 

問 10 「地理総合」では，主題は誰が設定するのですか。 

（答） 

学習の究極のねらいとしては，生徒自身が「課題を見いだし，解決を図れる」

ことが望まれます。授業はそれに至る過程であって，当初より生徒が問いを立て

られるのなら，それは望ましいのですが，一般的には授業が進むにつれて可能に

なるものと考えられ，それまでは教師が適切な問いを設定することが考えられ

ます。 

このことについては，一律には決め難いことであり，実際には生徒の実態や学

校の実態に拠るところと考えられますが，科目のまとめの学習となるＣ(2)「生

活圏の調査と地域の展望」においては，大項目「持続可能な地域づくりと私たち」

の名のとおり，生徒自身が自分たちの課題意識を問いとして立てることが期待

されます。 

 

 

【地理探究】 

問 11 「地理探究」は，どのような順序で学習するか，決められていますか。 

 （答） 

「地理探究」の大項目「Ｂ 現代世界の地誌的考察」は，大項目「Ａ 現代世

界の系統地理的考察」の学習成果を踏まえて，さらに大項目「Ｃ 現代世界にお

けるこれからの日本の国土像」は，大項目Ａ，Ｂの学習成果を踏まえて学習でき

るよう配慮しており，全体として「地理探究」の設置の趣旨や学習としてのまと

まり及び科目の目標の達成を目指した学習の流れを考慮していることにも留意

する必要があります。また，各大項目を構成する中項目の配列についても，それ

ぞれの中項目のねらいや内容，学習の流れを考慮して位置付けを工夫している

ので，支障のない限りこの順序に基づいて指導計画を作成する必要があります。 

なお，各大項目のねらいは，それを構成する中項目を学習することによ って

達成できることから，各大項目を構成する中項目を他の大項目に移して指導す

ることも避ける必要があります。 

これらのことは，「地理総合」と同様に，学習指導要領解説において「指導計

画の作成と指導上の配慮事項」の(1)として示されていることであり，「配慮事項」
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ではありますが，特段「支障のない限り」このような全体の学習の流れに留意し

た指導計画を立てることが大切です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第２節３(1) 

 

問 12 「地理総合」とも共通し，「内容の取扱い」において「取り扱う内容の歴

史的背景を踏まえることとし，政治的，経済的，生物的，地学的な事象な

ども必要に応じて扱うことができるが，それらは空間的な傾向性や諸地域

の特色を理解するのに必要な程度とすること」とされていますが，歴史的

な学習成果と公民や理科などの学習成果ではその取扱いが異なるのでし

ょうか。 

（答） 

地理歴史科という教科における「地理探究」という科目であるという位置付け

を考えると，地理学習本来の空間軸からの視座を前提にしつつ，時間軸として

「歴史的背景を踏まえる」ことは極めて重要な要件となります。 

その一方で，「政治的，経済的，生物的，地学的な事象」については「…も扱

うことができる」と規定し，「内容の取扱い」においても「それらは空間的な傾

向性や諸地域の特色を理解するのに必要な程度とすること」と，「歴史的背景」

とは異なる示し方をしているところです。 

ただし，人文と自然科学が融合した「地理」の特性として，いずれの学習成果

も視野に入れることは大切なことであり，それらの学習成果を地理的な事象の

空間的な傾向性や諸地域の特色と関連付け，地理的な考察のために活用するこ

とを主眼とした取組が大切になります。 

 

【歴史総合】 

問 13 「歴史総合」は，どのような順序で学習するか，決められていますか。 

 （答） 

 学習指導要領では，内容の A，B，C 及び D については，この順序で取り扱う

ことと，高等学校学習指導要領で規定されています。また，A，B 及び C 並びに

D の(1)から（3）までの学習をすることにより，D の(4)の学習が充実するように

年間指導計画を作成することとなっています。D(4)「現代的な諸課題の形成と展

望」は，科目全体のまとめとして位置付けられており，「歴史総合」の学習の導

入時からこの科目全体を見通して指導計画の作成を行うことが大切です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領第２章第２節第２款第３の３(2)ア 
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問 14 「歴史総合」の B から D の(1)にある「問いを表現する」という学習活動

はどのようなものなのですか。 

（答） 

 「問いを表現する」とは，資料から，生徒が情報を読み取ったりまとめたり，

複数の資料を比較したり関連付けたりすることにより，興味・関心をもったこと，

疑問に思ったこと，追究したいことなどを見いだす学習活動を意味しています。

生徒が問いを表現する過程においては，単に驚きや素朴な問いの表現のみにと

どまらず，中学校までの学習及びこの科目のそれまでの学習を踏まえ，表現した

問いを以後の学習内容の課題意識とつながるように指導を工夫することが大切

です。詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史

編』を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第３節２ 

 

問 15 「歴史総合」で示されている「ア 知識及び技能」と「イ 思考力，判

断力，表現力等」に関わる事項の関係はどのようになっているのですか。 

（答） 

 学習の過程では，「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現力等」を身に付

ける学習が一体となって展開され，深い理解に至ることが重要です。そのため，

「歴史総合」では，ア(ｱ)とイ(ｱ)の事項，ア(ｲ)とイ(ｲ)の事項のように，各中項

目内で対応する「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」の事項が一体と

なり，それぞれ一つの学習のまとまりを構成しており，解説では，このまとまり

を「小項目」としています。以下の図は小項目の学習の過程を表したものです。

また，『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』を併せて参

照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第３節２ 
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問 16 「歴史総合」では，主題は誰が設定するのですか。 

（答） 

 D(4)「現代的な諸課題の形成と展望」では，これまでの学習を踏まえ，生徒自

らが主題を設定し，これまでに習得した歴史の概念を用いたり，社会的事象の歴

史的な見方・考え方を働かせたりして，諸資料を活用して，主題について多面的・

多角的に考察，構想し，現代的な諸課題を理解することがねらいとなっています。

それ以外に示されている主題の設定については，概ね教師が行うことが想定さ

れています。主題の設定に当たっては，学習のねらいに則した考察を導くように

するとともに，生徒の課題意識を深めたり，新たな課題を見いだしたりすること

ができるように留意することが必要です。詳細については『高等学校学習指導要

領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第３節２ 

 

問 17 「歴史総合」の B(4)及び C(4)にある「自由・制限，平等・格差，開発・

保全，統合・分化，対立・協調などの観点」というのはどのようなことを指

しているのですか。 

（答） 

 ここで示した観点とは，現代的な諸課題を歴史的に捉えるための枠組みの例

であり，構成される二つの要素は，ここでは一体の枠組みとして機能するもので

す。したがって，どちらかの要素のみを取り出して活用するものではありません。
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なお，この五つの観点は，あくまでも例なので，それ以外の枠組みを活用するこ

とも考えられます。詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）

解説地理歴史編』を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第３節２ 

 

【日本史探究】 

問 18 「日本史探究」各中項目(1)に示されている「時代を通観する問い」とは

「歴史総合」や「世界史探究」の（１）で示されている「問い」とは違い

があるのですか。 

（答）   

 「時代を通観する問い」とは，時代の転換の理解を踏まえて，その後の時代の

特色と歴史の展開との関係の考察に向かうための学習の見通しを表した問いを

示しています。 

「解説」では，それを踏まえて，以下の手順の学習が構想されています。 

① 各大項目における中項目(1)では時代の転換に関わる事象を基に，対象とな

る時期の我が国を巡る対外的な環境や交流，国内の諸状況の変化などを扱い，

国家･社会の変容を多面的･多角的に考察，表現し，時代の転換について理解す

る。  

② その時代の転換についての理解を踏まえて，(2)及び(3)の学習を見通した時

代を通観する問いを表現できるようにする。 

③ その際，中学校社会科歴史的分野での既習事項などを活用して，前の時代か

らの変化とその後に展開する時代の特色を関連付けて考察できるようにする

ことが大切である。 

つまり，「歴史総合」「世界史探究」の(1)では，様々な資料を基に，生徒が学

習内容についての疑問を問いとして表現する学習が想定されていますが，「日本

史探究」の(1)では，まず時代の転換期についての学習が行われ，その理解を深

めた上で，その時代の特色について展望する問いを表現することになります。   

そのためには，時代の転換に関わる事象の理解の中で生徒が見いだした疑問

を，教師がその事象の影響や広まりなどについて生徒の理解や考察を深め，生徒

が「時代を通観する問い」を表現できるように指導の工夫が大切となります。 

詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』

を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第４節２ 
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問 19 日本史探究で示されている「仮説」とは，どのようなものを想定してい

るのでしょうか。 

（答） 

 「日本史探究」の中項目(2)で示されている「仮説を表現する」とは，提示さ

れた複数の資料を活用して，対象となる時代の特色について多面的・多角的に考

察し，(3)の学習に向けてその時代を展望する学習活動です。 (1)の時代を通観す

る問いを踏まえ，学習した時代の転換における変化が，その後の展開にどのよう

な関係性をもつかについて，資料などから読み取った情報などから根拠に基づ

いて表現するものです。つまり，時代の展開について，例えば，「○○のような

社会（時代の特色に関わる状況）が実現したのは，○○の影響があったのではな

いだろうか」，「○○のような社会は○○のような方法で実現されたのではない

だろうか」，「○○という状況になったのは○○が関係していたのではないだろ

うか」，「○○は○○が契機となり変化を生み出したのではないだろうか」などの

仮説を表現することが考えられます。 

その際，教師は，例えば，資料と時代の特色の関係を結びつけるような様々な

問いかけを行うなどして，生徒が，資料から時代の特色を見いだすための視点を

形成するように指導を工夫することが大切となります。 

詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』

を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第４節２ 

 

問 20 「日本史探究」の A から C までの(3)の中項目名には「(近世)の国家･社

会の展開と画期(歴史の解釈･説明･論述)」と示されていますが，D(3)は「近

現代の地域・日本と世界の画期と構造」のみ示されています。違いがある

のでしょうか。 

（答）  

「日本史探究」の各大項目内の中項目(3)には， 

① 中項目(1)及び(2)の「時代を通観する問い」や「仮説」を踏まえること， 

② 資料を活用して 

③ 主題を設定し， 

④ 事象の意味や意義，関係性などを考察し， 

⑤ 歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期を表現するなどの学習を通じて，

各時代の歴史の展開についての深い理解に至る学習の過程が示されています。 

「（歴史の解釈，説明，論述）」については，従前の「日本史Ｂ」で思考力等の

育成を目指して設定されていた「歴史の解釈」，「歴史の説明」，「歴史の論述」の
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趣旨を一層充実させたものです。「日本史 B」では，段階的に大項目ごとに一つ

ずつ設定されていました。今回の改訂では，必履修科目として設置された「歴史

総合」の成果を踏まえることで，「日本史探究」の全ての中項目(3)において，資

料から歴史に関わる事象を解釈したり，説明したり，論述したりする学習を取り

入れ，繰り返し実施することで，習得した知識や概念のより深い理解を図ること，

思考力，判断力，表現力等の一層の育成を図ることとしました。これらは，大項

目ＡからＣのみならず，Ｄにおいても共通する学習です。 

ただし，大項目Ｄの(3)については， 

① 「歴史総合」での近現代の学習を踏まえること， 

② 地域・日本と世界の相互の関係を構造的に整理すること， 

③ 大項目ＡからＣまでの前近代の学習内容と近現代との連続性や変化に留 

意すること， 

④ 前近代の学習で身に付けた資料活用の技能や歴史を考察し表現する力を

活用し，多様な視点から歴史に関わる諸事象について深い理解を図ること， 

など，科目のまとめの項目としての特質が加えられています。そのため，中項

目名を「近現代の地域・日本と世界の画期と構造」としています。なお，詳細に

ついては『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』を併せて

参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第４節２ 

 

【世界史探究】 

問 21 「世界史探究」は，どのような順序で学習するか，決められていますか。 

（答） 

 学習指導要領では，内容の A，B，C，D 及び E については，この順序で取り扱

うことと，高等学校学習指導要領で規定されています。また，A，B，C 及び D 並

びに E の(1)から（3）までの学習をすることにより，E の(4)の学習が充実するよ

うに年間指導計画を作成することとなっています。E(4)「地球世界の課題の探究」

は，科目全体のまとめとして位置付けられており，「世界史探究」の学習の導入

時からこの科目全体を見通して指導計画の作成を行うことが大切です。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領第２章第２節第２款第５の３(２)ア 
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問 22 「世界史探究」の B から D の(1)にある「読み解く観点」とはどのような

ことを指しているのですか。 

（答） 

 この「観点」とは，概ね，経済，社会関係，政治，宗教，文化・思想など，そ

の時代の社会を理解するために必要な要素を示しています。「世界史探究」では，

大項目 B「諸地域の歴史的特質の形成」，大項目 C「諸地域の交流・再編」，大項

目 D「諸地域の結合・変容」という構成になっており，大項目が内容のまとまり

となっています。それぞれ(1)において，「歴史総合」と同様に，「問いを表現す

る」学習活動が設定されています。その際に，B であれば，「諸地域の歴史的特

質」，C であれば，「諸地域の交流・再編」，D であれば，「諸地域の結合・変容」

を構造的に捉えることができるようにするためのものです。ここで表現した問

いについては，続く(2)及び(3)の学習内容への課題意識やそれらの学習への見通

しをもたせることが大切です。詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30

年告示）解説地理歴史編』を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第５節２ 

 

問 23 「世界史探究」では，大項目 C 及び D では，「構造的に理解する」とな

っていますが，これはどのようなことでしょうか。 

（答） 

 「世界史探究」は，世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意

義，特色を考察し，思考力，判断力，表現力等を一層育み，地球世界の課題をそ

の解決を視野に，主体的に探究する力を育成することを目指した科目です。世界

の歴史の大きな枠組みと展開を空間軸と時間軸の二つから，総合的に考察して

大きく捉えることが重要です。そのためには，個別の事象のみの理解にとどまる

ような学習ではなく，ひとまとまりの内容の焦点となり，歴史の展開を大観する

上で柱となるような事項・事柄に着目して学習内容を構成する必要があります。

大項目 C は，諸地域が地球規模でつながり始めた頃を扱い，大項目 D は，地球

規模で諸地域のつながりが広まり始めた頃を扱うことから，学習の構造化を促

すことを目的として，「構造的に理解する」となっています。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領第２章第２節第２款第５の３(1)ア 
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問 24 「世界史探究」の大項目Ｅ「地球世界の課題」の学習はどのように展開

すればいいのでしょうか。 

（答） 

 中項目(1)，(2)及び(3)は，概ね 20 世紀後半から歴史的に形成されてきた「地

球世界の課題」を扱い，多元的な相互依存関係を深める現代世界の特質を考察し

ます。中項目(4)は，このまとめとして行う，生徒自身の課題意識に基づく主題

を設定して探究する学習として位置付けています。中項目(1)では，紛争解決の

取組と課題を理解すること，中項目(2)では，格差是正の取組と課題を理解する

こと，中項目(3)知識基盤社会の展開と課題を理解することをねらいとしていま

す。その学習を踏まえ，中項目(4)では，①紛争解決や共生，②経済格差の是正

や経済発展，③科学技術の発展や文化の変容について，生徒自身が主題を設定し

て，地球世界の課題の形成に関わる世界の歴史について多面的・多角的に考察，

構想し，表現し，地球世界の課題を理解することをねらいとしています。詳細に

ついては『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説地理歴史編』を併せて

参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第５節２ 

 

問 25 「世界史探究」の大項目 E(４)「地球世界の課題の探究」にある①紛争解

決や共生，②経済格差の是正や経済発展，③科学技術の発展や文化の変容

については，三つとも主題を設定して探究していかなくてはならないので

すか。 

（答） 

 ①から③については，いずれか一つ，もしくはこれらが複合的に関連する主題

を設定して，探究していくことになります。ただし，一つの主題であっても，①

から③は相互につながりをもっていることには気付くような指導をしてくださ

い。 

 

問 26 「世界史探究」の大項目 E(４)「地球世界の課題の探究」の範囲は，大項

目 E の区分に限定されるのですか。 

（答） 

 必ずしも，大項目 E の区分に限定されるものではありません。もちろん，中項

目(1)から(3)での学習が基盤となりますが，「世界史探究」の学習の総まとめとし

て位置付けられていますので，大項目 A から D までに習得した知識や技能を活

用していくことが大切です。詳細については『高等学校学習指導要領（平成 30
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年告示）解説地理歴史編』を併せて参照してください。 

（参考） 

平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説（地理歴史編）第２章第５節２ 


